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９．２ 踏切保安設備の整備状況 

 

(1) 踏切道数の推移  

 

・令和６年度に発生した踏切事故は２．１(3)及び２．３(1)に記述したとおりで、運転事故全体

の３６．４％を、また、踏切事故による死亡者は運転事故による死亡者の３５．５％をそれ

ぞれ占めており、踏切事故の防止は鉄道の安全確保上、極めて重要なものとなっていま

す。 

・踏切事故件数は、立体交差化や統廃合による踏切道数の減少や第１種踏切道への改良

等の踏切保安設備の整備等により、長期的には減少傾向にありますが、令和６年度は２

１７件（対前年度比４０件減）でした。 

・これまで踏切保安設備の整備が着実に進められてきた結果、現在では踏切道の約 

９１％が第１種踏切道となっています。また、遮断機等の設備のない第３種踏切道及び第

４種踏切道は、年々減少していますが、令和６年度末においてそれぞれ５６７箇所及び

２，２８２箇所残っており、２．３(2)に記述したとおり踏切事故が同年度中にそれぞれ３件

（踏切事故全２１７件中１．４％）及び２０件（同９．２％）発生しています。 

 

 

※ 横軸については、昭和３５年度～平成２２年度は５年間隔、それ以降は１年間隔としている。  

図２９： 踏切道数と踏切事故件数の推移 
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